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研究成果の概要（和文）：本研究では、２つの命題について取り組んだ。一方は、漫画のデータセットであり、
もう一方は、着色を中心とした漫画の新技術の研究である。前者は、109巻、約2万ページ、約50万のアノテーシ
ョンからなり、研究コミュニティが自由に学術研究に利用できる。後者の新技術では、着色と検索、検出に取り
組んだ。着色：たった一枚の参照画像からcGANのトレーニングを行い、同一キャラクタを彩色できることを示し
た。検索：2種のデータで学習した深層特徴量により、スケッチから精度よく漫画を検索できることを示した。
検出：セリフ、コマ、キャラクタの顔と全体の検出を行い、AUCが0.92以上と高い精度を実現した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we addressed two problems. One is a Manga data set, and the 
other is technical research for Manga focusing colorization. The former consists of 109 volumes, 
over 20,000 pages, and over 500,000 annotations. The research community can freely use it for 
academic research. The latter new technology worked on coloring, search and detection. Colorization:
 We developed a technique of cGAN in which being trained by a single reference image we can colorize
 the same characters. Search: We developed a sketch based search of comics using deep features 
trained by two different kind of data. Detection: We showed highly accurate detection of speech 
texts, frames, character faces and wholes with AUC of 0.92 or more.

研究分野：画像処理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の漫画は、世界的に注目され、人気のあるコンテンツである。日本におけるいわゆる電子書籍の市場は前年
比25％増と大きな増加をたどっており、コミックがその8割を占めるに至っている。しかし、書籍であったこと
から、メディア処理の研究対象とされてこなかった。本研究では、この漫画に対して、着色、検索、検出などの
メディア処理に関する主導的な研究を行うことができた。
　特に、技術的な課題だけでなく、データセットを完成させたことは大きな貢献となった。これは、研究コミュ
ニティで広く利用可能な基盤となり、現時点で、約500のリクエストがあり、うち3分の2は海外からのものであ
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
 
日本の漫画は、世界的に注目され、根強い人気のあるコンテンツである。漫画も今やデジタル
化され、多くのディストリビューターが、デジタル漫画の配信を行っている。日本におけるい
わゆる電子書籍の市場は前年比 25％増と大きな増加をたどっており、コミックがその 8 割を占
めるに至っている。漫画は、書籍であることから、これまで十分に画像処理対象とはされてい
なかった。例えば、現状のシステムは、検索するにしても、タイトル、著者といったようなキ
ーワードでしか検索できない。漫画は、その著しい電子化に伴うメディア処理の技術基盤を必
要としている。 
 
２． 研究の目的 

 
漫画の国際的な流通における最大の課題は、色付けであるといわれている。漫画そのものは

本来的に白黒 2 値であり、線画にスクリーントーンと称するテクスチャを用いて作画されてい
る。過去に発行された膨大な漫画、現在も一部を除くほとんどの漫画は白黒である。しかしな
がら、色付けは、国際マーケットに出すためには必要となり、現状、手作業でかなりの時間を
かけて色付けが行われている。 
本研究では、色付けに代表される漫画のためのメディア処理の基盤を構築することを目的と

する。漫画の高度画像処理のためのデータセットを構築し、技術的な課題として、着色、検索、
キャラクタ分類、中割、フォント処理に対して取り組んだ。 
 
３．研究の方法 
 

具体的には、以下の項目に関して研究を進めた。 
(1) Manga109 データセットの作成：世界最大の漫画画像処理で基幹的な役を果たすデータセッ

トの構築。 
(2) 参照画像を用いた基づく着色：一枚の彩色参照画像を学習に用いた cGAN による着色。 
(3) セリフ，キャラクタ（顔，全体），コマの検出：深層学習を用いた高精度検出。 
(4) スケッチからの検索：深層特徴を用いたスケッチからの検索。 
(5) セリフ検出器の検証： 漫画画像からのセリフ検出についての詳細な性能評価。 
(6) 漫画画像の特徴量生成: キャラクターのクラスタリングに有効な特徴量抽出を論じた。 
(7) アニメーション線画の中割り生成：線画の距離変換を行う手法。 
(8) フォント処理： フォントによる感情表出,画像印象に合致したフォント検索,マルチモーダ

ル学習によるフォントの創発的検索 
 
４．研究成果 
 
各項目について記述する。 
 
(1) Manga109 データセットの作成： 

漫画画像処理で基幹的な役を果たすデータ
セットを構築した。アノテーションを作成
し、認識などの高次処理の基盤を作り上げ
た。109 冊に及ぶ 94 作者からの承諾をうけ
たデータセットであり、世界最大規模であ
る。20,000 ページ超に及び、アノテーショ
ンの総数は、50 万を超えるものとなった。 
学術利用としての共有を進めた。強い産

業利用のリクエストをうけ、その部分セットに対して、産業利用への道筋もつけた。これ
までに 500 ほどのリクエストを受けた。そのうち約 3分の２が海外である。（映像情報メデ
ィア学会誌 2018, arXiv 2018, JSAI 大会 2018 招待講演, IEEE MMSP keynote talk） 
 

（2）参照画像を用いた cGAN に基づく着色： 
漫画の着色にあたり、cGAN (conditional 
Generative Adversarial Networks)に基づく手
法を提案した。膨大な画像でトレーニングを行
う通常の cGAN とは異なり、提案手法では、大
量の画像は使わずに、キャラクタの彩色のため
に、彩色された一枚の参照画像だけを用いるこ
とで妥当な彩色が可能であることを示した。
cGAN の利用に起因するボケに関しては、セグ
メンテーションと色補正も提案し、検証した。
(arXiv2017、MANPU2017) 

 

 



 
(3) 深層学習を用いたセリフ，キャラクタ（顔，全体），コマの高精度検出： 

漫画の要素であるセリフ，キャラクタ（顔，
全体），コマの検出を行った。各対象要素の
バウンディングボックスが大きく重複する
ことが問題となるが、これに対して、深層
学習に基づく SSD (Single Shot multibox 
Detectot)のネットワークを発展させた
SSD-fork を提案した。通常の SSD を分岐さ
せることで、ネットワーク規模を大きくす
ることなく、既存手法を大きく上回る精度
の高い検出が実現できることを示した。
（IEICE 大会・研究会にて発表、arXiv 2018） 

 
 
 
 
(4) 深層特徴を用いたスケッチからの検索： 

深層特徴を用いたスケッチからの検索
を提案した。漫画とその線画のそれぞ
れでトレーニングした二つのＣＮＮを
利用し、スケッチからの漫画の検索、
検索結果からの適合性フィードバック
の両者に深層特徴を用いる検索となっ
ている。エッジ特徴を用いる既存手法
に比べて、はるかに高い検索精度を実
現した。（MANPU2017, JSAI 大会） 

 
(5) セリフ検出器の検証：  

漫画画像からのオブジェクト検出のうち、特にセリフ
の検出について，詳細な性能評価を行った．解像度を
あげた SSD512を用いてセリフのバウンディングボック
スの検出精度を計量し、その指標の一つである AP は
0.926 であった。セリフの検出はデータセットを用いた
機械学習による画像処理として最も産業界からの引き
合いも高く、２つの企業への技術提供を行った。
（PCSJIMPS2018 発表）． 

 
 
(6) 漫画画像の特徴量生成とクラスタリング： 

個別の漫画に適応した漫画画像処理に効果的な特徴量
生成を論じた。一般的な深層分類学習に加えて、個別
の漫画に特化した深層距離学習での適応化を行うこと
で，キャラクターのクラスタリングが効果的に行える
ことを示した（MIRU2018, SIGGRAPH Asia2018 poster
発表） 
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(7) アニメーションの中割生成： 
線画は自然画像と比べて，テクスチャなどの情報量が少なく，輝度勾配がない。本研究で
は、中割生成の支援として，連続する線画フレームを入力として，距離変換を施すことで、
線画を諧調画像に変換し、畳み込みニューラルネットワーク(CNN) を用いて補間画像を出
力する手法を提案し、その有効性を検証した．（FIT2019,信学会画工研 2019 発表、IEEE 
ICIP2019 採択）． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(8) フォント（活字）処理： 
フォントによる感情の表出に関しての研究も着手し，・メッセンジャーでのフォントによる感

情表出：Emotype，・グラフィックデザインのための画像の印象に合致したフォントの検索 (ACM 
IUI2018)・マルチモーダル学習によるフォントの創発的検索(信学会 PRMU 研，ACM ICMR2019 採
択, 信学会大会 2019, 映像情報メディア冬季大会 2018 発表）に関しての研究成果を挙げた． 
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